
                      

■ 大会概要 

ツール・ド・北海道２０１１は、道東、道央圏を中心に下記の日程によりス

テージレース及び市民レースを開催することとしております。 

本大会は２４市町村管内での開催となり、ステージレースの総走行距離は国

道、道道中心に約６００Ｋｍになる見込です。 

  以下、各競技の詳細日程は、次のとおりです。 

 

■ 開会式 

９月１６日（金）９時００分 

      帯広市「中央公園特設会場」 

■ 各ステージの概要 

〇 第１ステージ（ロードレース １９８Ｋｍ）～９月１６日（金） 

帯広市（Ｓ中央公園）～ 標茶町（Ｆ多和平展望台） 

〇 第２ステージ（ロードレース ２１０Ｋｍ）～９月１７日（土） 

     弟子屈町（Ｓ川湯園地）～ 鹿追町（Ｆ経済観光交流館前） 

〇 第３ステージ（ロードレース １８８Ｋｍ）～９月１８日（日） 

     占冠村（Ｓ占冠中学校前）～ 江別市（Ｆ野幌総合運動公園） 

〇 第４ステージ（タイムトライアル２．７５Ｋｍ）～９月１９日（月・祝日） 

     札幌市東区 （モエレ沼公園特設コース） 

 

■ 市民レース 

○  開催日時 

９月１７日（土）から１９日（月）までの３日間 

○  大会概要 

１７日（土）は、夕張市平和運動公園特設コースにおいて１Ｋｍの

個人タイムトライアルを行う。 

翌日の１８日（日）には、ロードレースを２コースに分けてスタート

し、江別市野幌総合運動公園内の特設会場でフィニッシュします。 

       

 Ａコース むかわ町穂別地球体験館前スタート～１２５㎞ 

 Ｂコース 夕張市ホテルマウントレースイ前スタート～７８㎞ 

 



１９日（月、祝日）の最終日は、昨年と同様に札幌市モエレ沼公園の

特設コースで幼児、小学生クラスも参加する個人クリテリウムを開催

します。 

■  その他 

今年の市民参加数は、約１、１００人程度を予定している。 

(昨年の参加数１、１９０名) 

■  参加の募集期間 

     ６月１３日（月）～７月３０日（土）まで 

     募集要領は（財）ツール・ド・北海道協会ホームページ参照 

 

 

 

 

○  第１ステージは、帯広市の中央公園からスタート、比較的アップダウン

の少ない平坦な十勝圏内をひたすら走り続けますが、本別町、足寄町を通

過後、国道２４１号を走り、急峻なカーブの多い阿寒横断道路から雄阿寒

岳の山麓地帯へと入っていきます。そして弟子屈町を過ぎて１９０Ｋｍ当

たりから一気に３６０度の地平線が見える標高１７４ｍの標茶町多和平

へと向かい展望台頂上でフィニッシュします。 

 

○  第２ステージは、弟子屈町川湯温泉市街から屈斜路湖畔沿いを走り、途

中から国道２４３号を左折、北見と釧路圏を結ぶ最短ルーである標高７５

５ｍの津別峠を登り切り津別町市街地を経て陸別、足寄、上士幌、士幌を

通過、そして鹿追町の市街中心部にてフィニッシュするが、阿寒国立公園

川湯温泉から山間部の急カーブの道路を対向車規制を実施しながら疾走

させ、最後は十勝という広大な北海道の大自然を大いに堪能しながらレー

スを展開します。   

 

○  第３ステージは、他のコースと比較するとフラットなコースが続きます 

が、日高、穂別付近の山岳地帯を経て国道２７４号線の登川トンネル通過後、

下り勾配を一斉に高速走行になり、途中、夕張市めろん城の坂を上がります

が、江別市までの距離を最後のロードレースとして各チーム同志の駆け引き

など、スピード感の溢れる展開が予想され、野幌総合運動公園内での集団フ

ィニッシュが見ものである。     


